
 

令和５年度 第１回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和５年６月28日（水） 午後１時30分から午後３時30分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

山﨑会長 小林副会長 田村副会長 

 間島委員 押見委員 清水委員 栁澤委員 

 坂井委員 廣川委員 三井田委員 小山委員 

 藤田委員 

計12人 

警   察
 

須田署長 長部副署長 木村警務課長 

 織田会計課長 鈴木生活安全課長 吉田地域課長 

 南雲刑事課長 高橋交通課長 新通警備課長 

計９人
 

 

委嘱状交付、役員選出 

署長から委嘱状の交付を受けた。 

新たな役員として、山﨑会長、小林副会長、田村副会長をそれぞれ選出した。 

 

管内の治安情勢 

署長等から、令和５年５月末現在の管内治安情勢について、資料に基づき説明があ

った。 

 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 犯罪抑止対策の推進 

(1) 刑法犯認知件数の減少に向けた取組 

住民の自主防犯意識の高揚に向けた広報活動を実施した。 

 (2) 特殊詐欺被害防止に向けた取組 

   年金支給日における広報、詐欺電話など発生時の防災無線による注意喚起、各種

会合での特殊詐欺被害防止教室、金融機関における水際対策強化講習会等を実施

した。 

 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 



 (1) 月別人身事故発生状況 

(2) 推進状況 

   広報・啓発活動としての街頭指導所、老人会における交通安全講話等、交通指導

取締り活動として交通事故の多発エリアでの夜間ミニ検問を実施して交通指導取

締りを推進した。 

 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 犯罪抑止対策の推進 

 (1) 刑法犯認知件数の減少 

  〇 鍵かけの防犯広報 

〇 夜間の警戒警らを強化 

(2) 特殊詐欺被害防止対策 

 〇 個人が騙されないようにするため対策 

 〇 騙されたとしても犯人にお金を振り込ませないための対策 

 〇 ＡＴＭに対する警戒活動 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進   

(1) 交通安全教育、広報啓発活動の推進 

(2) 交通指導取締りの推進 

 

 

 諮問に対する意見・質疑等（○は署長等の説明）      

１ 管内の自転車ヘルメット着用率について伺いたい。 

○ 警察署独自の着用率は公表されておりませんが、ヘルメットを着用している自転

車乗りを見かける様になっており良くなっていると思います。 

  引き続き、自転車を利用する方にヘルメットを着用することが「自分の命を守るこ 

とになる」との広報・啓発を行っていきたいと考えています。 

 

２ 特殊詐欺被害防止教室において、例として具体的な特殊詐欺の手口を話した方が

被害防止の効果があるのではないかと感じているが如何か伺いたい。 

○ 特殊詐欺被害防止の防犯教室において、ＡＴＭの画面を絵に書いて高齢者等にも

分かりやすいよう具体的な防犯教室を行っていますが、さらに工夫をして真に被害

防止に役立つよう努めたいと考えています。 

 

３ 信号機の設置について、死亡事故のあった国道８号線バイパス剣野町交差点への

早期信号機の設置をお願いしたい。 

○ 国道８号線バイパス剣野町交差点については、今年度中に信号機が設置されるこ

とになっており、交差点の規制や標示を変更すべく道路管理者等と協議を行ってい

るところです。 



４ 市民の防犯意識について、新型コロナウイルス感染症が「感染症の予防及び感染症

の患者に対する医療に関する法律」上の分類が５類に移行され皆さん出かける機会が

増えたと思うが、鍵かけ等防犯意識が薄れているのではないかと感じており、住民の

防犯意識を上げる啓発活動が必要ではないか感じているが如何か伺いたい。 

○ 防犯意識の高揚に向けた広報・啓発活動は重要であり、出かける機会が増えた今だ 

からこそ、鍵かけに加えて、防犯灯を活用する等ちょっとした心掛けを働きかける広

報・啓発活動を行って行きたいと考えています。 

 

５ 警察の対応について、私が住む地区において行方不明事案があった際、警察署か

ら素早く対応してもらった。そのことで地域の住民と同じ目線に立った仕事をしても

らっていると感謝している。 

 

６ 遭難時の県警ヘリコプターの出動について、山岳遭難を含む行方不明者の捜索に 

ヘリコプターによる捜索は非常に有効であると感じているが、県警ヘリコプターの 

出動要請はどのようにしているのか伺いたい。 

○ 山岳遭難や行方不明者の捜索には県警ヘリコプターによる捜索活動を行っており 

有効な手段として考えています。 

  出動は、行方不明となった状況などを勘案して、警察署から警察本部に出動を要請 

しており、今後も必要に応じて適切に活用を図りたいと考えています。 

 

７ 自転車のヘルメット着用について、スピードの出る自転車に乗る場合には必ずヘ 

ルメットを着用するように出来ないのか。 

○ 自転車のヘルメットの着用については、努力義務でご意見の様にスピードの出る 

自転車のみに必ずヘルメットを着用しなければならないとの広報・啓発は難しいの

が現状です。 

  今後、色々な機関・団体と緊密に連携しヘルメット着用の更なる広報・啓発を行っ

ていきたいと考えています。 

 

 

答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 

速度等取締り指針 

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度取締り等を実施する旨の説明があ

り、了解した。 

 

 



 その他 

 〇 委嘱状交付状況 

      

 

〇 会長挨拶               〇 会議状況 

       

 


